
Ⅱ 結果の分析・考察 
 

 
 

１ 調査結果の概要 
 

受検者数(人) 平均通過率（％） 標準偏差 

17,323 65.5 18.0 
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【本年度調査問題のポイント】 
 
昨年度の調査では，話し合いの話題を正確に聞き取ったり，その流れに沿って異なる

意見の要旨をとらえて的確に聞くことや文章全体の主題や要旨を把握しながら読むこと

については，おおむね良好という結果を得ている。しかし，語句の意味や指示語の指し

示す内容を把握しながら読むことや，伝えたい事実や事柄を整理して，自分の考えを論

理的に書くことが課題であることが分かった。 

本年度の調査ではその結果を踏まえ，「話す・聞く能力」については調査対象から除

き，「読む能力」「書く能力」について，その課題の状況を詳しく見取るため，場面，

心情，文章の構成，論理の展開などを読む力を問う問題や読み取ったことをもとに，目

的や意図に応じて，自分の考えを明確にして書く力を問う問題を多く取り入れている。 

 
   

   国   語 

  【通過設問率の度数割合のグラフ】



  
【調査結果のポイント】 
 
  おおむね良好な点 
 
   ○ 叙述内容を基に情景を読み取ること 
                                  
    ○ 登場人物の言動から心情を読み取ること 
                                  
     ○ 文脈に即して漢字を正しく読むこと 
  
 
  不十分またはやや不十分な点 
 
   △ 読み取った内容を基に，目的や意図に応じて，自分の考えを書くこと 
 
    △ 指示語の示す内容や副詞，接続詞などを踏まえて文脈を適切に理解すること。 
 
   △ 文脈に即して漢字を正しく書くこと 
 
 
 

２ 学力観点別状況の分析・考察・指導のポイント 
 
                                【学力観点別通過率のグラフ(%)】 
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（１）「書く能力」 

 前回の調査で，伝えたい事実や事柄を整理して，自分の考えを論理的に書く力に課題

があることが分かった。そこで，２の文学的文章において，（６）②で自分が考えたこ

とについて，根拠を明らかにして記述する問題と，３の説明的文章において，（７）で

自分の考えを明確にして，目的や意図に応じ，条件に沿って記述する問題を設け，「書

く能力」をみた。すると，いずれの問題も通過率が 40％前後という結果となった。また，

このような記述をともなう問いに関しては，無解答率も高くなっていた。 

 このことから，「書くこと」の指導においては，読み取った内容を基に，目的や意図

に応じて，自分の考えを書く力の育成がより重要な課題と言える。この課題に対しては，

「話すこと・聞くこと」「読むこと」の学習の中に「書くこと」を関連付け，自分の考

えたことを目的や意図に応じて簡潔に書く機会をより多く設け，書き慣れさせることが 

 



 

必要である。また，自分の考えを論理的に書くための方法を身に付けさせ，「書くこと」

への抵抗感をなくし，意欲的に「書くこと」の学習に取り組めるような指導上の工夫が

必要である。 
 
 
（２）「読む能力」 

 前回の調査で，語句の意味を理解しながら読みを深める力や指示語の指し示す内容を

把握しながら内容を読み取る力が弱いことが分かった。そこで２の文学的文章では，叙

述内容を基に，登場人物の様子や情景を読み取る問題（１）（２），登場人物の言動から

その心情を読み取る問題（３）（４）（５）を複数設定した。その結果，語彙力が影響す

る問題（１）と記述式で解答する問題（３）の通過率が低かった。それ以外は，おおむ

ね良好である。また，（６）のように，場面の移り変わりを理解した上で，登場人物のお

かれた状況等を判断する力にも課題が見えてきた。３の説明的文章では，指示語の指す

内容を問う問題（５）を含む，段落相互の関係（１）を問う問題や文脈を把握する必要

のある問題（２）（３）（６）（７）を設定した。その結果，記述式で解答する問題の通過

率だけでなく，いずれも低かった。 

 このことから，文学的文章の指導においては，語彙力の充実と文章の内容を的確に理

解することが課題と言える。また，説明的文章の指導においては，指示語や副詞，接続

詞を踏まえて文脈を適切に把握する力が課題と言える。 

 これらの課題に対して，文脈や展開を踏まえて内容を理解していく学習を重視してい

くことが必要であると考えられる。また，「読むこと」の学習と関連させて，学校図書

館などを計画的に利用し，様々な文章や資料を読む機会を増やし，語彙力の充実を図る

とともに，読解力の向上を目指す取組が求められる。 
 
 
（３）「言語に関する知識・理解・技能」 

 前回の調査で，文脈に即して漢字を正しく書く力が弱いことが分かった。また，漢字

の読み取りや書き取りが，単なるドリル学習や小テストでの学習にとどまらず，学んだ

ことが日常生活に生かせるように，学習活動を見直すことが必要であるという課題が見

えてきた。そこで，１（２）の漢字の書き取り，（３）の漢字の使い分け，（６）のこ

とわざ・慣用句の問題で，日常生活でよく用いられるものとそうでないものの定着率が

比較できるような問いを設け，言語に関する知識・理解・技能をみた。すると，やはり

日常生活で見たり聞いたり使用したりする頻度が高いものほど通過率が高く，その反対

に，日常生活での使用頻度が低いと思われるものの通過率は低いという結果となった。 
 このことから，漢字の学習指導においては，最初にその漢字を学習するときに，正し
い筆順も含めて，丁寧に読み書きの指導を行い，学習した漢字を文脈の中でより積極的
に活用する習慣を身に付けさせることがより重要な課題と言える。この課題に対しては，
「書くこと」の指導と関連付けて，文章の推敲を丁寧に行い，正しく読み書きができる
力を養い，語句・語彙の適切な使用に関する意識の向上を図っていくことが必要である
と考えられる。 
 また，辞書を日常的に活用する習慣を身に付けさせ，語句の意味・用法を理解した上

で，文脈の中で正しく使い分ける力を養う必要がある。さらに，読書活動を通して語彙

力を充実していくことも重要である。 

 

 



３ 設問別の分析・考察・指導のポイント 
   

問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題

の 

内容 

話・聞

能力 

書く 

能力 

読む 

能力 

言語 

事項 

通過

率 

(%) 

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

① 84.7

② 73.9

③ 96.1

④ 86.8

⑤ 83.7

(1) 

⑥ 

漢字

の読

み取り 

   ○ 

78.3

■文脈に即して漢字を正しく読む。 

△ ①～⑥の平均通過率は83.9％で，文脈に即して漢字を正しく読

む力は，おおむね良好である。 

▲ ②の「鼻血」の誤答が最も多い。これは，「はなぢ」を「はな

じ」とした誤りが多かったことによる。言葉の正しい使い方や表

記の仕方について，入門期からの継続した指導が重要である。 

☆ 漢字の読み取りに関しては，誤りやすいものについては取り立

てて指導し，日常生活の中においても意識を高め，正しい表記の

仕方が定着するよう指導していく必要がある。 

① 63.6

② 39.2

③ 69.5

(2) 

④ 

漢字

の書き

取り 

   ○ 

80.0

■文脈に即して漢字を正しく書く。 

△ ④「じゅぎょう」の通過率が最も高く 80.0％だった。日常よく

使う漢字については，定着率が高いことが分かる。 

▲ ②「たがやす」は無解答が 36.9％と最も高かった。「たがやす」

という体験をすることも少なくなり，この言葉をイメージするこ

とができにくくなっていると考えられる。 

☆ 漢字の書き取りは，実生活での活用も促しながら，反復練習な

どで繰り返し指導を続け，定着を図る必要がある。 

① 95.2

② 78.6

③ 61.8

(3) 

④ 

漢字

の使い

分け 

 

 

 

○ 

94.3

■文脈の中で語句を正しく使い分ける。 

△ ①「あつさ」④「きかい」の使い分けの通過率は，いずれも 90％

以上で意味の違いを理解した上での使い分けが定着していると

考えられる。 

▲ ③「かんしん」の通過率が 61.8％と最も低い。この言葉は日常

生活での使用頻度が高いが，漢字を用いて使い分けをしていない

ため定着率が低いと考えられる。 

☆ 辞書を日常的に活用する習慣を身に付けさせ，文脈の中で語句

を正しく使い分ける力を養う必要がある。 

① 43.1

１ 

(4) 

② 

漢字

の筆

順 
  

 

○ 

57.4

■漢字を正しい筆順で書く。 

▲ 筆順などの基礎的な事項の定着が図られていないと考えられ

る。 

☆ 最初にその漢字を学習するときに，正しい筆順を教え，一画ご

とに分けて練習するなどの工夫をしながら定着を図る必要があ

る。 

① 48.6

(5) 

② 

文の 

構成 
   ○ 

49.4

■文の中における主語をとらえることができる。 

▲ 主語・述語の関係という基礎的な文の構成についての理解が定

着していないと考えられる。 

☆ 文の構成について理解を深める指導はどの領域の指導にも関連

がある。その時々に取り上げて指導を継続していく必要がある。

① 97.3
 

(6) 

② 

こと

わざ・

慣用

句 

   

○ 

64.6

■ことわざや慣用句を文脈に沿って使うことができる。 
△▲ ①「さるも木から落ちる」が，通過率が 97.3％と最も高い

のに対し，②「すずめのなみだ」の通過率は 64.6％と低い。こ

れは，②の方が日常生活での使用頻度が低いことと関係があるも

のと考えられる。 
☆ 読書への意欲を高め，読書活動を通して語彙を豊かにし，意味

を理解した上で活用する場面を意図的に設け，実生活との関連を

図りながら指導していく必要がある。 



 

問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
話・聞 

能力 

書く 

能力 

読む 

能力 

言語 

事項 

通過

率 

(%) 

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

(1)  

  

○ 

 

23.5

■叙述内容を基に登場人物の様子を考えることができる。 
▲ 正解の「ありありと」という言葉は，日常生活での使用頻度も

少なく，意味・用法も理解できていないことが原因と考えられる。

☆ 日常生活の読書活動の推進を図り，様々な文章を読む機会を増

やし，語彙を豊かにしていくことが必要である。 

① 70.0

(2) 

② 

  

○ 

 

79.0

■叙述内容を基に情景を読み取ることができる。 
△ 指定の字数に合わせてそのまま抜き出す問いなので，比較的読

み取りやすくいずれも通過率は 70％を超えている。 
▲ 選択肢問題と違い，記述が求められる問いになると，無解答率

が高くなる傾向にある。 
☆ 文章の叙述に即して情景を正確に読み取り，表現の効果につい

ての理解を深めていく必要がある。 

(3)  

  

○ 

 

61.3

■登場人物の言動から，その心情を読み取ることができる。 
▲ 無解答率は 20.5％と高い。このような記述式の問いを苦手と意

識している生徒が多いことがわかる。 
☆ 文章の叙述に即して内容をとらえ，目的に応じて自分の考えを

まとめ，記述する学習を繰り返し行う必要がある。 

(4)  

  

○  81.9

■登場人物の言動から，その心情を読み取ることができる。 
△ 前問と同様のねらいの問いだが，選択肢の中から選んで答える

形式のためか，通過率も 81.9％と高くなっている。 
☆ 登場人物の心情についての描写など，表現の仕方や特徴などに

注意しながら読みを深めていく必要がある。 

(5)  

  

○  75.5

■登場人物の言動から，その心情を読み取ることができる。 
▲ 前問と同様のねらいと形式の問いだが，通過率が 75.5％と下が

っている。これは，叙述を基にして，場面や状況が正確に読み取

れていないことが原因と考えられる。 
☆ 語句の持つ意味を文脈の中で正確にとらえ，理解を深めていく

学習を繰り返し行っていく必要がある。 

① 

  

○ 

 

47.0

■場面の移り変わりを読み取ることができる。 
▲場面の移り変わりを理解することによって得られたことをもと

に，登場人物のおかれた状況等を判断する力が不十分であると考

えられる。 
☆ 目的や意図などに応じて，文章の内容を的確に押さえながら内

容を理解し，読む力を高めていく必要がある。 

２ 

(6) 

② 

文学的

文章 

 

○  

 

38.2

■目的や意図に応じて書くことができる。 
▲ 自分の読み取ったことを確かめながら読み，理解を深め，自分

の言葉で考えを書く力が不十分であると考えられる。 
☆ 文章の内容を要約・紹介したり，再構成したり，自分の意見を

書いたり，発表したりするような，自分の思いや考えを持ち，そ

の根拠を明らかにしながら表現する学習を繰り返し行っていく

必要がある。 

 
 
 
 



 

問題番号 評価の観点 

大 

問 

小 

問 

出題の 

内容 
話・聞 

能力 

書く 

能力 

読む 

能力 

言語 

事項 

通過

率 

(%) 

■＝出題のねらい，△▲＝分析，☆＝指導のポイント 

(1) 

   

○ 

 

46.8

■段落相互の関係を考え，文章を読むことができる。 
▲ 通過率が低い原因は，段落相互の関係を考えるための手がかり

となる語が読み取れていないことが考えられる。 
☆ 中心となる語や文をとらえて段落の内容を理解し，全体の構成

を理解することが重要である。 

(2) 

   

○ 

 

44.3

■段落の内容を読むことができる。 
▲ 選択肢で答える問いでありながら，通過率が 44.3％と低い。こ

れは，文章の内容を的確に押さえながら読む力がついていないこ

とを表している。 
☆ 文章の内容を的確に理解するための手がかりとなる言葉に着目

し，前後の関係を理解した上で，読みを深めていく必要がある。

C 

   
61.0

(3) 

D 

  
○ 
 

72.2

■前後の文の関係を考え，文章を読むことができる。 
▲ 並立・累加の接続詞「また」を答える C が，逆接の接続詞「し

かし」を答える Dよりも通過率が低かった。 
☆ 接続詞については，順接，逆接以外にも並立・累加等の他の種

類についてもその意味・用法を押さえ，前後の関係を理解しなが

ら文章を読む力を養っていく必要がある。 

(4) 

  

 ○  74.3

■語句の使い方を手がかりに筆者の表現の工夫について吟味でき

る。 
△ 「かれら」という語句の使い方を手がかりに筆者の表現の工夫

を読み取ることは，ほぼできていると考えられる。 
☆ 表現の特徴を押さえ，そこから読みを深め，文章の展開を確か

めながら要旨をとらえる指導が重要である。 

(5) 

  

 ○  67.3

■指示語の指し示す内容を読み取ることができる。 
▲「それ」が指している内容を答える問いで，直前の内容を指して

いるにもかかわらず，通過率が低くなっているのは，その後の「と

もなう」「狩猟」の語句の意味が理解できていないことが原因と

考えられる。 
☆ 指示語の前の部分をじっくり読むこと，導き出した答えを当て

はめて，適否を確かめるなどの学習を繰り返し行う必要がある。

(6) 

  

 ○  26.4

■文脈を読み取ることができる。 
▲ 全体を通してこの問いに対する正答率が 16.8％と最も低く，ま

た無解答率も 22.9％と高い。これは，文章全体を正確に読み取

れなければ，正解が導きにくいことが原因と考えられる。 
☆ 段落相互の関係を押さえ，段落ごとの要旨を的確に読み取る指

導を行い，文章全体の構成や論理の展開を的確にとらえる力を養

っていく必要がある。 

３ 

(7) 

 

説明的

文章 

 

○ ○  41.9

■自分の考えを明確にしながら読み，目的や意図に応じて書くこと

ができる。 
▲ 無解答率は，23.0％となっている。これは，文章全体の要旨を

読み取った上で，自分の考えを記述するという「読むこと」と「書

くこと」の二領域と関連する問いのためと考えられる。 
☆ 書かれてある内容を自分の考えを明確にしながら読み，その考

えを目的や意図に応じて記述する学習を繰り返し行い，作文指導

等を通して「書くこと」への抵抗感をなくし，意欲を喚起するた

めの工夫が必要である。 



４ 小学校・中学校における指導のポイント 
 
 国語科では，国語による表現力と理解力を育成し，思考力や想像力及び言語感覚を養

うことが目標とされている。言葉を手がかりとしながら論理的に思考する力や豊かに想

像する力を養い高めていくことで，表現力や理解力も育つことから，これらの力は相互

に支え合っていると考えられる。今回の調査では，この論理的な思考力・想像力・表現

力・理解力に課題があることが明らかとなった。そこで，「書くこと」「読むこと」の

指導において，身に付けさせたい言語能力をより明確にし，児童生徒の主体的な学習活

動を促しながら，論理的な思考力・表現力の育成を目指していくことが重要である。 

 

「小学校」 

 「書くこと」の能力を育てるためには，発達段階に応じて，学習指導要領に示されて

いる内容を繰り返し学習し，「書くこと」の基礎・基本の定着を図っていく必要がある。

また，日常生活の出来事に興味・関心を持たせ，書くことを見付け，書くことにより考

えたり，理解を深めたりすることの大切さに気付かせ，より興味・関心を持って「書く

こと」の学習に取り組ませることも必要である。 

 「読むこと」の能力を育てるためには，単に文章を読むだけでなく，考えながら読ん

だり，考えたことを書いたりする学習活動を通して，多様に思考する場面を取り入れた

学習を行う必要がある。さらに，音読や朗読・暗唱などの言語活動を効果的に取り入れ，

学習への意欲を高め，読書への意欲につなげていけるような指導の工夫が望まれる。 

 漢字の読み書きなどの指導に関しても，語句の意味・用法などの指導はもちろんのこ

と，日常生活の様々な場面で漢字を使う習慣を身に付けさせ，使いこなせるように繰り

返し指導し，読み書きの基礎・基本の技能を高めていく必要がある。 

 

「中学校」 

 「書くこと」の能力を育てるためには，まず「書くこと」への必要感や意欲を育てる

指導の工夫が大切である。そのためには，自分の思いや考えを簡単にメモしたり記録に 

残したりして，より生活に密着した「書くこと」の経験を積ませていく必要がある。ま 

た，根拠を明確にした文章や説得力のある文章などを書くための方法を身に付けさせる

必要がある。さらに，意図的・計画的に工夫しながら作文指導を行い，書けた喜びを味

わわせていくことも重要である。 

 「読むこと」の能力を育てるためには，情景や登場人物の心情などの読み取り，また

は段落の構成や要旨の読み取りだけに終わることなく，読み取った内容について自分の

考えをまとめたり，表現の工夫を自分の文章に生かしたり，表現の意図を吟味して読ん

だりすることも必要である。 

 漢字の読み書きなどの基礎的な事項については，小学校と同様に，日常生活での活用

を視野に入れた繰り返しの指導を通じて，基礎・基本の定着が図られなければならない。 

さらに，「書くこと」や「読むこと」の学習と関連付け，文章の推敲指導や読書指導の 

中で理解を深め，技能を高めていく必要がある。 



























（１）設問別通過率・反応率

大
問

1 2 3 4 5 6 7 8

9
（

そ
の
他
の
誤

答
）

無
回
答

1 84.7 84.7 84.7 15.1 0.2

2 73.9 73.9 73.9 25.8 0.4

3 93.0 96.1 93.0 3.1 2.8 1.1

4 78.0 86.8 78.0 8.8 6.9 6.3

5 83.7 83.7 83.7 11.7 4.6

6 78.3 78.3 78.3 12.4 9.3

1 61.8 63.6 61.8 1.8 3.6 11.9 20.9

2 38.2 39.2 38.2 1.0 7.2 16.6 36.9

3 65.4 69.5 65.4 4.0 12.7 17.8

4 74.2 80.0 74.2 5.8 11.5 8.4

1 95.2 95.2 95.2 4.2 0.5

2 78.6 78.6 78.6 20.8 0.6

3 61.8 61.8 61.8 37.5 0.7

4 94.3 94.3 94.3 5.2 0.6

1 43.1 43.1 43.1 56.1 0.8

2 57.4 57.4 57.4 41.9 0.7

1 48.6 48.6 48.6 48.9 2.5

2 49.4 49.4 49.4 48.1 2.6

1 97.3 97.3 97.3 1.8 0.9

2 64.6 64.6 64.6 33.2 2.1

1 23.5 23.5 23.5 75.3 1.2

2 69.3 70.0 69.3 0.7 19.2 10.8

2  78.1 79.0 78.1 0.9 9.2 11.8

3  60.9 61.3 60.9 0.4 18.1 20.5

4  81.9 81.9 81.9 16.4 1.7

5  75.5 75.5 75.5 22.5 2.1

1 47.0 47.0 47.0 50.9 2.1

2 33.9 38.2 33.9 4.3 45.0 16.8

1 46.8 46.8 46.8 49.7 3.5

2 44.3 44.3 44.3 53.3 2.4

C 61.0 61.0 61.0 36.8 2.1

D 72.2 72.2 72.2 25.4 2.4

4 74.3 74.3 74.3 22.5 3.2

5 67.3 67.3 67.3 28.6 4.2

6 16.8 26.4 16.8 3.5 6.2 50.6 22.9

7 33.3 41.9 33.3 8.6 1.4 33.7 23.0

*1 「正答率」・・・正答した生徒の割合

1

6

3

3

4

5

6

文の構成

ことわざ・慣用句

文学的文章

説明的文章

漢字の読み取り

漢字の書き取り

漢字の使い分け

漢字の筆順

*2 「通過率」・・・正答または準正答を合わせた生徒の割合　（準正答が設定されていない場合は、「正答率」＝「通過率」
となる。）

*3 「解答類型ごとの反応率」・・・解答類型ごとの生徒の割合。選択式問題の場合、各選択肢の選択率、記述式問題の場合、
採点基準に基づく類型ごとの割合を示す。

※　選択肢（解答類型）が白抜きになっている選択肢は「正答」の選択肢であることを示しています。網掛けの選択肢は「準
正答」の選択肢であることを示しています。

国　　　語

出題の内容

1

2

3

1

2

小
問

問題番号

通
過
率
（

＊
２
）

解答類型ごとの反応率（全県）

正
答
率
（

＊
１
）




